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① お知らせ

1 . 大型計算機センターの利用者旅費の支給について

昭和46年7月-9月における利用者旅費の割当を下記のとおり行なっていますから，利用者は

所属の地区協議会会長より大型計算機センター長あて，利用者の推せん状を出発希望日の 2週間

前までに提出し，その承認を得てください。

なお，旅費の支給は事務手続の都合上，出張期間終了後送金することになりますので，あらか

じめご了承ください。

(1) 利用期間昭和46年 7月-9月

(2) 利用者旅費割当内訳

地区別 旅行日数

第1地区 6泊7日以内

第2地区 4泊 5日以内

第3地区 4泊 5日以内

第4地区 4泊 5日以内

第5地区 4泊 5日以内

第6地区 4泊 5日以内

第7地区 4泊 5日以内

(3) 支給金額

ィ．鉄道運賃普通車

記

期間内割当人員 備 考

4人
第5地区ならぴに第6地区

4人
のうち，京阪神地区は日帰

4人 りとする。

4人

4人

8人

4人

但し， 100km以上は普通急行料金。 300km以上は特急料金

ロ．日 当 1日につき 450円

ハ．宿泊料 1日につき 1,800円

2. 科学計算用サブルーチン・ライブラリィ (SSL)サービスについて

従来，当センターでは，利用者に対する科学計算用サブルーチン・ライブラリィ (SSL)のサ

ービスは，ソース・カードによって行なってきました。しかし，このサービス形態には，様々の

問題点があります。

そこで， 9月 1日より原則として， SSLの利用は，ディスクライプラリィによるサービスに変
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更いたします。ソース・カードによるサービスは，特殊な場合を除き，原則として行ないません。

今阿ディスクに登録したプログラムは，次のディスクライプラリィリストにある日本屯気提供

の51のプログラムです。

これらのプログラムは，相対形式のプログラム（コンパイルの結果できたプログラム）の形で

ディスクに登録されています。利）fl方法としては，ユーザー・プログラムの中に，登録されてい

るサプルーチン名に対する CALL文または，登録されている関数名の引川がある場合に，結合

処理時に[~[動的にユーザーのオブジェクト・プログラムの中に結合され，利）Tlすることができ

ます。（従来のように，ソース・デックの中に， そのプログラム・デックを含ませておく必要がな

くなったわけです。）

従って，原削的には、従来のプログラムの内き換えの必要はありません。ただし，次のディス

クライプリィリストの花端に O印のついたプログラムについては，引数に一部修正があります。

（行列の扱いに不便がありましたので，引数を 1つ追加し改良しました。）

しかし，同名のサプルーチンまたは，関数をユーザのソース・デックの中に組み入れた場合，

原則的にディスクに登録されているプログラムよりも，ソース・デックに組み込まれたプログラ

ムの方が，優先処理されますので，従来のソース・カードによって組立てられているプログラム

に対しては，何ら変更する必要はありません。

なお，ディスク・ライプラリィ使用に際しては， NECマニュアル "NEACシリーズ2200プロ

グラミングシステム科学計邸用 FORTRANライプラリィ仕様；If"のほかに， 以下11ページより

記載しました。一部訂正のあるプログラムに関する仕様肉改訂版を参照のうえご利用下さい。

各プログラムのソース・リストは，センター，吹田地区連絡所及び第六地区協議会に常備して

おきます。

また，各サプルーチンについての誤差，精度のチェック等を，現在行ないつつありますが，今

回のサービス形態変更に際しては， この意味でのプログラムの改良，修正は，何も行なってお

りません。（カード・デックでのサービス時と，プログラムそのもの自体は同じものです。）

今後，ディスク・ライプラリィに関しては，プログラムの増加にともなって順次，広報で紹介

してゆく予定です。
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I. ディスク・ライプラリィ・リストについて

ヽ11大型計多印機センターに，ディスク・ライプラリィとして登録されている，プログラムのリス

トを表にしたものが，次の“ディスク・ ライプラリィ・リスト”です。今後，ディスク・ライプ

ラリィに関する情報は，この表を通して紹介してゆく予定です。

この表のフォーマットは，次の形式をとっています。

AAA BB/ CCCCCC , D• EEE-FF-GGG 

A; 3桁の登録番号です。

B; 2桁の分類コードです。

なお，分類コードのつけ方は，束大方式を使用しています。（分類コード表を参照下さい。）

C; 6桁までの自由な桁数でデック名を表わします。

利用者のプログラムの中で CALL文または，関数等で引川する場合に使用するサプル

チン名，関数名，コンプリート・プログラム名に該当します。

D; プログラムのタイトルを任慈の長さでつけます。

E; プログラムの形式をあらわします。

SUB; SUBROUTINE 

FUN; FUNCTION 

COM; COMPLETE PROGRAM 

F; プログラムの言語をあらわします。

例 FOR; FORTRAN 

ALG; ALGOL 

COB; COBOL 

その他

G; そのプログラムの作成施設または，そのプログラムをもらいうけた施設をあらわします。

例 HKC; 北海道大学大型計算機センタ

THC; 束北大学大型計算機センター

TKC; 束京大学大型計算機センター

NGC; 名古屋大学大型計算機センター

KTC; 京都大学大型計算機センタ

OSC; 大阪大学大型計算機センタ

KSC; 九州大学大型計算機センター

NM; 日本電気

FM; 富士電気

HM; 日立製作所

その他
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DISK LIBRARY LIST 

NUMBER PROG CODE PROGRAM TITLE 

0001 Fl/SINVSP INVERSE MATRIX (SWEEP OUT METHOD) SUB-FOR-NM 

0 002 Fl/SINVSR INVERSE MA  TRIX SUB-FOR-NM 

0 003 Fl /SINVSD INVERSE MATRIX SUB-FOR-NM 

004 Fl/SINVSC INVERSE MATRIX (CHOLESKY METHOD) SUB-FOR-NM 

0 005 F4/SLNEQ1 THE SOLUTION OF LINEAR EQUATIONS (GAUSS- SUB-FOR-NM 

SEIDEL METHOD) 

o 006 F4/SLNEQ2 THE SOLUTION OF LINEAR EQUATIONS (SWEEP 

OUT METHOD) 

o 007 F3/ SDE TRM DETERMINANT (SWEEP OUT METHOD) SUB-FOR-NM 

0 008 Fl/SMARTH FOUR FUNDAMENTAL RULES OF ARITHMETICS SUB-FOR-NM 

FOR MATRIX ELEMENT 

0 009 Fl/SMSCLR MULTIPLICATION MATRIX BY SCALAR SUB-FOR-NM 

0 010 Fl/SMPRDT MATRIX MULTIPLICATION SUB-FOR-NM 

0 Oll F2/SEIGNJ EIGENVALUES AND EIGENVECTORS OF REAL SUB-FOR-NM 

SYMMETRIC MATRIX(JACOBI METHOD) 

o 012 F2/SEIGNP EIGENVALUES AND EIGENVECTORS OF REAL SUB-FOR-NM 

SYMMETRIC MATRIX(POWER METHOD) 

013 C2/SALEQ1 ROOTS OF REAL POLYNOMIAL EQUATION SUB-FOR-NM 

(BAIRSTOW METHOD) 

014 C2/SALEQ2 ROOTS OF REAL POLYNOMIAL EQUATION SUB-FOR-NM 

(MCAULEY METHOD) 

015 D4/SDIFl NUMERICAL DIFFERENTIAL SUB-FOR-NM 

016 D4/SDIF2 NUMERICAL DIFFERENTIAL SUB-FOR-NM 

017 D1/SINTl NUMERICAL INTEGRAL (SIMPSON'S 1/3 RULE) SUB-FOR-NM 

018 Dl/SINT2 NUMERICAL INTEGRAL (GAUSSIAN FORMULA) SUB-FOR-NM 

019 Dl/SINT4 NUMERICAL INTEGRAL (SIMPSON FORMULA) SUB-FOR-NM 

020 DO/SIEQVl INTEGRAL EQUATION (THE FIRST KIND SUB-FOR-NM 

VOL TERRA TYPE) 

021 DO /SIEQV2 INTEGRAL EQUATION (THE SECOND KIND SUB-FOR-NM 

VOL TERRA TYPE) 

022 DO/ SIEQF2 INTEGRAL EQUATION (THE SECOND KIND SUB-FOR-NM 

FREDHOLM TYPE) 

023 E3/SIPOL T INTERPOLATION (LAGRANGE METHOD) SUB-FOR-NM 

024 E2/SMOOTH SMOOTHING (METHOD OF LEAST SQUARES) SUB-FOR-NM 

025 C6/SBESO BESSEL FUNCTION IO(X), KO(X) FUN-FOR-NM 

026 C6/SBES1 BESSEL FUNCTION I1 (X), Kl (X) FUN-FOR-NM 

027 C6 /SBESI BESSEL FUNCTION Iv(X) FUN-FOR-NM 

028 C6/SBESJ BESSEL FUNCTION Jy(X) FUN-FOR-NM 
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029 C3/SGAMMA GAMMA FUNCTION FUN-FOR-NM 

030 C3/SLGNPL LEGENDRE'S POLYNOMIAL SUB-FOR-NM 

031 C3/SLGNA1 LEGENDRE FUNCTION OF THE FIRST KIND SUB-FOR-NM 

032 C3/SLGNA2 LEGENDRE FUNCTION OF THE SECOND KIND SUB-FOR-NM 

033 D6/SFOUR1 FOURIER SERIES SUB-FOR-NM 

034 D6/SFOUR2 FOURIER SERIES SUB-FOR-NM 

035 C3/SERF ERROR FUNCTION SUB-FOR-NM 

036 C3/SELIP1 COMPLETE ELLIPTIC INTEGRAL OF THE FIRST SUB-FOR-NM 

KIND 

037 C3/SELIP2 COMPLETE ELLIPTIC INTEGRAL OF THE SUB-FOR-NM 

SECOND KIND 

038 C3/SEXPIN EXPONENTIAL INTEGRAL SUB-FOR-NM 

039 G4/SVAR1 ANALYSIS OF VARIANCE (TWO-WAY SUB-FOR-NM 

CLASSIFICATION) 

040 G4/SV AR2 ANALYSIS OF VARIANCE (ONE-WAY SUB-FOR-NM 

CLASSIFICATION) 

041 G4/SVAR3 ANALYSIS OF VARIANCE (RANDOMIZED BLOCKS SUB-FOR-NM 

METHOD) 

042 G4/SVAR4 ANALYSIS OF VARIANCE (LATIN SQUARE) SUB-FOR-NM 

043 G4/SVAR5 ANALYSIS OF VARIANCE (GRECO-LATIN SUB-FOR-NM 

SQUARE) 

044 G2/SCOR1 ANALYSIS OF CORRELATION SUB-FOR-NM 

045 G2/SCOR2 ANALYSIS OF CORRELATION SUB-FOR-NM 

046 G5/SRNDM1 UNIFORM RANDOM NUMBERS (LEHMER SUB-FOR-NM 

METHOD) 

047 G5/SRNDM2 NORMAL RANDOM NUMBERS SUB-FOR-NM 

048 J6 /SP LOT PLOTTING SUB-FOR-NM 

o 049 D2/SDEQl SIMULTANEOUS ORDINARY DIFFERENTIAL SUB-FOR-NM 

EQUATIONS (RUNGE-KUTTA-GILL METHOD) 

o 050 D2/SDEQ2 SIMULTANEOUS ORDINARY DIFFERENTIAL SUB-FOR-NM 

EQUATIONS (MILNE METHOD) 

0 051 D2/SDEQ3 SIMULTANEOUS ORDINARY DIFFERENTIAL SUB-FOR-NM 

EQUATIONS (RUNGE-KUTTA METHOD) 
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lI . 科学用サプルーチン・ライプラリィ仕様書改訂版 (46年 9月 1日）

科学計算用 ライプラリ名

逆 行 列 （ I ） 
FORTRANライブラリ SINVSP (阪大）

掃出法で逆行列を求める。

内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, B, N, LR, LR2, INDER 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

B 出力 逆行列の入る行列〔(2NX2N)元〕

N 入力 与えられた行列の次数

LR 入力 実際に定義した配列Aの第一添字の値

LR2 入力 実際に定義した配列Bの第一添字の値

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)逆行列は， ((B(I,J), I=N+l, 2N), J=N+l, 2N) にある。

注2)与えられた行列は保存されない。

注3)演算中にピボットが0になると演算を打ち切り INDER=lとセッ
トし RETURNする。

注4) このサプルーチンを CALLするプログラムでは，配列A,Bは必ら
ずこの順序で定義する必要がある。
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科学計算用 ライプラリ名
逆 行 列 （ II ） 

FORTRANライプラリ SINVSR (阪大）

階数減少法で逆行列を求める。

内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, C, N, U, V, LR, INDER 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

C 出力 逆行列〔(NXN)元〕

N 入力 与えられた行列の次数

u 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕
V 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

LR 入力 実際に定義した配列A及びCの第一添字の値

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)与えられた行列Aは保存されない。

注 2)演算中にピボットが0になると，演算を打ち切り INDER=l
とセットし RETURNする。
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科学計算用 ライプラリ名
逆 行 列 （ 皿 ） 

FORTRANライブラリ SINVSD (阪大）

分割法により逆行列を求める。

内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 なし

サブルーチン

使 用 法 パラメータ： A, B, C, D, N, LR, INDER 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

出力 逆行列

B 作業 サブルーチンで用いる作業領域〔(NXN)〕

C 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

D 作業 サブルーチンで用いる作業領域〔N元〕

N 入力 与えられた行列の次数

LR 入力 実際に定義した配列A及びBの第一添字の値

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)与えられた行列は，保存されない。

注2)演算中に除数が0になると演算を打ち切り INDER=lとセットして
RETURNする。
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科学計算用 ライブラリ名

連立一次方程式 (I)  
FORTRANライプラリ SLNEQl (阪大）

AX=B (A, B,Xは行列でA: N X N , B : N X 1, X : N X 1)なる連立一

内 容 次方程式を Gauss-Seidelの方法で解く。

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： N, A, B, X, Y, AB, E, !COUNT, LR, INDER 

N 入力 方程式の元数

A 入力 左辺の未知数の係数の行例〔(NXN)元〕

B 入力 右辺の定数の行列〔N元〕

X 出力 解〔N元〕

Y 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

AB 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔NX(N+l)元〕

(;  I Aii I ） /I Aiil >lの時はi=l jキ i

AX=Bを tAAX=tABとして解くために用いる。

E 入力 収束の精度

!COUNT 入力 繰り返しの限度

LR 入力 実際に定義した配列A及びABの第一添字の値

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)A, Bは，保存されない。

注 2)行列Aのある行の対角要索の絶対値が，その行の他の要索の和より
小さい場合，演算を打ち切り INDER=lとセットしRETURNする。

注 3)繰り返しの限度に達した場合演算を打ち切り INDER=2とセット
しRETURNする。
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科学計算用 ライプラリ名

連立一次方程式 (II) 
FORTRANライプラリ SLNEQ2 (阪大）

連立一次方程式 BX=Cを消去法で解く。
内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： N, A, X, LN, LR, E, INDER 

N 入力 方程式の元数

A 入力 方程式の未知数の係数と定数の行列

A=(B, C)の型にする〔NX(N+l)元］

X 出力 解〔N元〕

LN 作業 サブルーチンで用いる作業領域〔N元〕

LR 入力 実際に定義した配列Aの第一添字の値

E 入力 演算結果がEより小なるときその値を 0とみなすときに
用いる。

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)Aは保存されない。

注2)対角要索の絶対値がEより小さくなると，演算を打ち切り INDER

=lとセットし RETURNする。

-15-



科学計算用 ライプラリ名
行 列 式

FORTRANライプラリ SDETRM (阪大）

掃出法で，行列式の値を求める。
内 容

制限なし
適用範囲

7 

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, D, N, LR 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

D 出力 行列式の値

LN R 
入力 与えられた行列の次数

入力 実際に定義した配列Aの第一添字の値
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禾斗・'r:ilr'Ji-m I ライプラリ名
行列要索の四則演邸

i 

FORTRANライプラリ I SMARTH (阪大）

行列の各要索毎の加，滅，乗，除を行なう。

内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サブルーチン

使 用 法 パラメ タ： A, B, C, N, M, IND, LR 

A 入力 入力行列〔(NXM)元〕

B 入力 入力行列〔(NXM)元〕

C 出力 出力行列〔(NXM)元〕

N 入力 入出力行列の行数

M 入力 入出力行列の列数

IND 入力 加滅乗除算の一つを指示するインディケータ（備考参照）

LR 入力 実際に定義した配列A,B, Cの第一添字の値

備 考 注 1)IND=lのとき加算 Aii+ Bij→ Cii 

IND= 2のとき減算 Aij Bij→ Cij 

IND= 3のとき乗算 Aij X Bij→ Cij 

IND=4のとき除算 Bii / Aij → Cij 

注 2)Cは， A又はBと同じであってもよい。但しこのとき入力行列は保

存されない。
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科学計算用 ライプラリ名
スカラ と行列の乗算

FORTRANライプラリ SMSCLR (阪大）

（スカラー） X行列
内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 なし

サプルーチン

使 用 法 パラメ タ： A,B, C,N,M, LR 

A 入力 入力行列〔(NXM)元〕

B 出力 出力行列〔(NXM)元〕

C 入力 スカラー

N 入力 入出力行列の行数

M 入力 入出力行列の列数

LR 入力 実際に定義した配列A,Bの第一添字の値

備 考 注）このサプルーチンでは，パラメータA, Bに対応する実際のパラメー
タの名前は同じでもよい。但しこのとき入力行列は保存されない。
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科学計算用 ライブラリ名
行 列 の 乗 算

FORTRANライプラリ SMPRDT (阪大）

（行列） X(行列） (AXB→ C) 

内 容

制限なし
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, B, C, N, M, L, LR 

A 入力 （被乗）行列〔(NXM)元〕

B 入力 （乗）行列 〔(MXL)元〕

C 出力 結果の行列〔(NXL)元〕

N 入力 行列Aの行数，行列Cの行数

M 入力 行列Bの行数，行列Aの列数

L 入力 行列Bの列数，行列Cの列数

LR 入力 実際に定義した配列A,B, Cの第一添字の値
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科学計算用 ライプラリ名
固有値， 固有ベクトル

FORTRANライプラリ SEIGNJ (阪大）

Jacobiの方法により全ての固有値及ぴ固有ベクトルを求める。
内 容

対称行列に限る
適用範囲

必要な関数 なし

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, S, N, LR, E 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

出力 固有値 (Aの対角要索）

s 出力 固有ベクトル〔(NXN)元〕

入 N 所ヵ 行列の次数

LR 入力 実際に定義した配列A,Sの第一添字の値

E 入力 この値より小さい値を 0とみなすために用いる

備 考 注 1)最初に与えられる行列Aは保存されない。

注 2)固有値 A(I,I)に対応する固有ベクトルは行列Sの第I列として求
まる。
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科学計算用 ライプラリ名
固有値， 固有ベクトル

FORTRANライブラリ SEIGNP (阪大）

Power法により，絶対値最大の固有値と，それに対応する固有ベクトルを
内 容 求める。

対称行列に限る。
適用範囲

必要な関数 な し

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： A, EIGN, PRP, N, WORK, E, LR, INDER 

A 入力 与えられた行列〔(NXN)元〕

EIGN 出力 固有ベクトル〔N元〕

PRP 出力 固有値

N 入力 与えられた行列の次数

WORK 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

E 入力 この値より小さい値を 0とみなすときに用いる。

LR 入力 実際に定義した配列Aの第一添字の値

INDER 出力 エラ・インディケータ

備 考 注 1)与えられた行列Aは保存される。

注 2)演算中に除数が0になると演算を打ち切り INDER=lとセットし

RETURNする。

-21-



科学計算用

FORTRANライプラリ

内容

適用範囲

必要な関数

サプルーチン

使用法

備 考

連立常微分方程式 (I) 二Y/=fi(z, Y1, ……， yn), (i=l, ……, n)なる常微分方程式を Runge-
Kut ta-Gillの方法で解く。

制限なし

FUNCVL 

パラメータ： N, X, Y, H, E, D, IS, FUNCVL, FK, Q, R, FV, YY, 

NXMAX 

NI入力 未知関数の個数

X 入力 xの出発値

出力 Xの最終値

YI入力 初期値の配列〔N元〕

出力 結果

H 入力 演算のきざみ

E 入力 Xの最終値

D 出力 スイッチの操作によりきざみH/2でも演算を行ないそ
の結果が出力される〔N元〕

IS I入力 スイッチとして使用 IS=Oのとき，与えられたきざみ
Hの半分のきざみでも演邸を行ない，その結果を Dに

出力する。

FUNCVL 入力 関数値を求めるサプルーチンの名前

FK 作業 このサプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

Q 作業 このサプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

R 作業 このサプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

FV 作業 このサプル チンで用いる作業領域〔N元〕

yy 出力 きざみ毎の結果〔 {(E-X)/H+lXN}元〕

NXMAX 入力 実際に定義した配列yyの第一添字の値

このサプルーチンは，関数値を求めるサプルーチン FUNCVLが必要であ

る。型式は

SUBROUTINE FUNCVL (X, Y, FV) 

X: 現在の Xの値
Y・現在の yの値の配例〔N元〕
FV: 関数値の配列〔N元〕

注 1)サプルーチン名 "FUNCVL"は SDEQlを引用する CALL文で定

義してあるサプルーチン名で EXTERNAL文で宣言しなければな

らない。データ型は実数型である。

注 2)配例YY(I,1) I =l, Nには入力時の Y(I)I= 1. Nが代入され，きざみ

毎に YY(I,J)I=l, N J=l, {(E-X)/H} +1まで未知関数の値が

順次入力される。
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科学計算用

FORTRANライプラリ

内 容

適用範囲

必要な関数

サプルーチン

使用法

備 考

三Yi =fi(x, Y1, …・・, yn), (i=l, ……, n)なる常微分方程式を Milneの方法

連立方常微方程式 (Il)

で解く。

制限なし

FUNCVL 

パラメータ： N, X, R, H, E, D, IS, Y, F, Z, FK, FV, Q, FUNCVL, 
INDER, YY, NXMAX 

NI入力 未知関数の個数

X 入力 Xの出発値

出力 Xの最終値

RI入力 初期値の配列〔N元〕

出力 結果

H 入力 演算のきざみ

E 入力 Xの最終値

D 入力 修正を行なうときの精度

IS 入力 連続的に結果を得たい場合に使用するインディケ タで

最初のコ ルのときはISキ0それ以後はIS=0 

y 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔(NX6)元〕

F 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔(NX5)元〕

z 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕
FK 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

FV 作業 サプルーチンで用いる作業領域〔N元〕

Q 作業 サブル チンで用いる作業領域〔N元〕

FUNCVL 入力 関数値を求めるサブルーチンの名前

INDER 出力 エラ・インディケ 夕
yy 出力 きざみ毎の結果〔{(E-X)/H}+l,N〕元

NXMAX 入力 実際に定義した配列yyの第一添字の値

このサブルーチンでは関数値を求めるサプルーチン FUNCVLが必要であ

る。型式は

SUBROUTINE FUNCVL (X, Z, FV) 

x: 現在の Xの値
z: 現在の yの値の配列〔N元〕
FV: 関数値の配列〔N元〕

注 1)修正の制限回数を越えた場合INDER=l とセットし，その時の結果

をRに入れて引用しているプログラムに戻る。

注 2)一度このサプルーチンがコールされると IS=Oとなる。

注 3)サプルーチン名 "FUNCVL"は SDEQ2を引用する CALL文で定

義してあるサプルーチン名で， EXTERNAL文で宣言しなければな

らない。データ型は，実数型である。

注 4)配列 YY(I,l)I=l, Nには入力時の R(I)I=l, Nが代入され， きざ

み毎に YY(I,J)I=l,NJ=l,1(E-X)/H} +1まで未知関数の値

が順次入力される。
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科学計算用 ライプラリ名

常 微 分 方 程 式

FORTRANライブラリ SDEQ3 (阪大）

初期条件yi(x。)でy'=J(x,y), (i=l, ……， n)なる常微分方程式を

内 容 Runge-Kutta法により解く。

制限なし
適用範囲

必要な関数 F 

サプルーチン

使 用 法 パラメータ： X, Y, H, E, D, F, ISS, YY 

X 入力 X の出発値

出力 Xの最終値

y 入力 初期値

出力 結果

H 入力 演算のきざみ

E 入力 X の最終値

D 出力 きざみ H/2で計算した場合の結果

F 入力 関数値を求める関数の名前

rss 入力 スイッチとして使用 ISS=Oのとき，与えられたきざみ
Hの半分のきざみでも演算を行ないその結果を Dに出力

する。

yy 出力 きざみ毎の結果 〔(E-X)/H+l元〕

備 考 このサプルーチンでは関数サププログラムFが必要である。

これは次のように定義する。

FUNCTION F (X, Y) 

F=f(X, Y) 

RETURN 

END 

注 1)関数名 "F"は SDEQ3を引用する CALL文で定義してある関数

名で EXTERNAL文で宣言しなければならない。データ型は実数型

である。

注2)YY(l)には入力時のYの値が代入され，きざみ毎に〔(E-X)/H+l〕

まで順次未知関数の値が入力される。
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3. 計算依頼方式について

本センターでは，昭和46年4月1日より課題番号チェックを実施しておりますが， 課題番号の

パンチをセンター側で行なっているため， 計算依頼カード上の課題番号のうち， まぎらわしいも

のは「計算せず返却」 となります。

このことはユーザーにとっても，

はありません。

センターの計算機の効率的運用からいっても好ましいことで

したがって， 現在のジョプカードの穿孔事項を 2枚のカードに分割し， ユーザーが課題番号，

リミットなどをジョプカードに穿孔し，

方式を 5月20日より採用しております。

ソースプログラムにつけて計算依頼をしてもらうという

このことが実行されますと， 課題番号のミスパンチが滅少するだけでなく， センター側の受付

から計算機にジョプを読み込ませるまでの時間が短縮されるために，

短縮も期待できるものであります。

ターンアラウンドタイムの

よってセンターの計算機をより有効に利用していただくための本計算依頼方式について，特別

のご協力をお願いいたします。

記

I. 現在の JOBカードの穿孔事項を， 受付ナンバーカードと JOBカードに分割します。

JOBカード

受付ナンバーカード

USERが穿孔する。

(JOBカードは，センター等に準備しておきますので，必ずそのカードを

ご利用ください。）

センターで作成する。

（センターで作成挿入しますので， USERには関係ありません。）

カラム 6
 

16 21-30 41-55 

s
.
N
.
w
．
△
 

MON$$ JOB 課題番号 LIMIT 

センターで穿孔しておきます。

JOBカード

（カラム位置に誤りのないようご注意下さい。）
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今後利用者がジョプを提出するときには，プログラム・カードデックの上に必要事項を穿孔し

たJOBカードをつけ，さらに従来通りの計算依頼カードをつけて出していただくことになります。

JOBカード穿孔方法の詳細は，下記3. 4. を参照してください。

Il. JOB区分について

区分 CPU時間 印刷頁数 メモリーサイズ カード出力
使用出来るWORK
TAPE本数

A 3分以内 50頁以内 32バンク以内

゜
1 

B 15 " 100 ,, 32 ’’ 

゜
1 

C 45 ,, 200 " 78 ’’ 

゜
1 

D 申請による 申請による 78 ’’ 申請による
申請による
（最大3本）

DJOBをはっきり A.B.CJOBと区別する。

CPU時間 45分以上

印刷頁数 200枚以上

カード出力

2本以上の WORKTAPE使用

その他の特殊機能使用

が必要な JOBは， DJOBとなり，必ず特殊 JOB申請書

を要します。

ill. JOBカード作成上の注意

A) 1カラムの機能

s : モニターコントロールカード(MON$$形式）がすべて利用者によって挿入されてい

るJOB

（従来， Sパンチ JOBはLIMITCARDが必要でしたが，今後は必要ありません。）

N: JOBカードと ENDSカードだけで処理される JOBで，ソース・リスト出力を削除さ

せる JOB(FORTRAN JOBに限る）

この機能は，今回新しく追加されたものです。

W : WORK TAPE (1本）を使用する DATAのない JOB

（この指定をすると， ENDS△W カードは不用です。）

△ : JOBカードと ENDSカードだけで処理される JOB

（センター・ニュース No4, 13頁参照）

B) LIMITについて

A. B. CJOBに関する LIMITは， OPTION機能をもち，穿孔されていないとき及び規定
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を越えるときは，規定のわく内の最大値がシステムにより自動的に指定されます。

「例」 JOBカードの LIMITPUNCHの例

CPU 10分

枚数 100枚

カード出力なし

VI, 「， U」「受付年月日」

カラム 41 

010, 

（分）

45 

00100, 

（頁数）

打切制限

51 

00000 

（穿孔）

「受付番号」の項目は， JOBカードに穿孔する欄があります

が， JOBカードからの入力は行ないませんので，穿孔しないでください。

なお， FORTRAN以外の言語 (ALGOL, ASSEMBLER)を使用されるときは，ユーザーが

必要なモニターコントロール・カード (MON$$形式）をすべて挿入した上で JOBカードの第 1

カラムに Sを穿孔してください。

v. その他

詳細については，大型計算機センター内線2592にお問い合せください。
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4. 特殊JOBの取扱いについて

従来から特殊JOBの取扱いについては，中請許可がおりてから JOBの受付をするというセンタ

ーの方針にもかかわらず，特殊JOB中請肉提出と同時に JOB受付を依頼されるユーザーが非

常に多く，センターの受付業務に支障を来たしております。

センターは共同利/f1の施設であり，できるだけ多くのユーザーに効率よくシステムを利用して

いただくため，原則として JOB処理の形式を一定のわくの中にはめて処理効率を上げるようにし

ておりますが，個々のユーザーの要求としてはこのわくの中にはまらず多少効率の悪い使い方，あ

るいは操作上の負担を伴なう要求もあります。

この相反する二つの要求の調整を図ることが，特殊 JOB申請lFを提出していただ＜趣旨であ

ります。

したがって来る 9月 1日より本センターにおける特殊JOBの取扱いを，下記のように改めます

ので，ユーザー各位のご協力方を特にお願いいたします。

記

r. 特殊JOB申請にあたっては

特殊JOB申請:;!fと計邸依頼カード (4枚複写全部）を本センターの JOB受付窓口へご提出＜

ださい。

連絡所等の場合は連絡所へご提出ください。

.(). 

Il . センターで申請害検討

.(). 

m. 申請害検討後受理された場合は，新設の特殊 JOB返却棚に許可済の印を押印した計算依

頼カード (4枚複写全部）のみを，返却しておきます。

連絡所等の場合は連絡所宛に返却します。

.(). 

N. 特殊JOBの受付

ユーザー各位ば上記の許可済の印を押印した計算依頼カードとプログラムカードデックで計

算依頼をしてください。
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v. その他

詳細については，大型計算機センター内線2592にお問い合せください。

大型計算機センター長

高木修二殿

必要理由：

時間延長 超過枚数

分 枚

平又 付 日

特殊 JOB申請書

申請者所属

連絡先

課題番号

氏名

記

カード出力

枚

昭和年月日

学部

内線

そ の 他

承認月日 I承 認 印
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5. センター内設置のNEACタイパーの利用について

昭和46年 3月に本センター内に 4台の NEACタイパーが設置され，試験的使用も終りました

ので，下記の要領でご利用いただけます。

入出力は原則としてキーボード（あるいは紙テープ）が主体となりますが， CINPUTコマン

ドの利用により，カードによる入力も可能です。

会話的処理を要求されるプログラムあるいはデバッグ等にご利用ください。

現在の使用可能な時間帯は，（火）～（土）の 9: 30-13 : 00 (但し（土）は12:00まで）となって

います。

なお，申込み希望時間帯が重複する場合には，変更をお願いすることもありますので，お含み

おきください。

記

大阪大学大型計算機センター内設置の NEACタイパーを自分で操作してセンターの計算機の

利用を希望する場合は，次の方法により利用できます。

I. 申込方法

所定の NEACタイパー利用申込害に必要事項を記載のうえ，利用の事前にセンターの許可を

得てください。

II. 利用の条件

イ）メモリサイズ 65K字 (8K語相当）以内に限ります。

ロ）使用言語 TSSコマンドおよび FORTRANに限ります。

ハ）利用時間 端末占有時間 1回につき約60分以内（センター TSSサービス時間中）。ただ

し月曜日はファイル整理のため使用出来ません。

二）資 格バッチ処理と同様，課題番号登録済で TSS用コマンドを理解している方

に限ります。（原則として操作の指導は行ないません。）

操作法については，センターニュス No4(1970・12)をご参照ください。

ホ）ファイル NEACタイパー使用時にファイルに記入された内容は，原則として保存い

たしません。なお，指定されたグループコード以外を使用される場合は，

前もって掛員に申し出てください。
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llI. 使用に関する経費

センターバッチ処理の場合に準じます。 (CPUタイム 1分につき50円）

VI. その他

詳細については，大型計算機センター内線2584,2589にお問い合せください。

NEACタイパー利用申込害

昭和年月日

大阪大学大型計算機センター長 殿

賞センターの NEACタイパーの利用を下記のとおり申込みます。

（申込者記入）

課 題 番 号
： 

I I I 
: ： : ： 

＇ 
氏 名

連 絡 先 TEL (市外番号 ） （局番 ） （番号 ） （内線番号 ） 

利用希望年月日 和和 年 月 日 時 分から 昭和

及 び 時 間 時 分まで計 分間

CINPUTコマン

ドの使用希望の有無

備 考

上記の利用申込みを下記のとおり許可します。

昭和年月日

大阪大学大型計算機センター長（印）

受付年月 日 I受付番号 I I受付者 l I確認者 i
利用年月 日 昭和 年 月 日 時 分から

及 び 時 間 時 分まで計 分間

端末ナンバー N020 N021 N022 N023 

備 考
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